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P114a 野辺山 45m鏡 45GHz帯新受信機Z45を用いたCCSマッピング観測
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星は分子雲中に点在する分子雲コア (密度 104 cm−3程度)から誕生する。しかし、コアの進化を決定する重要
な要因である、磁場の役割については理論的にも観測的にも理解が進んでおらず、世界中で大きな論争を生む種
となっている。我々は、星なしコアに付随する磁場強度を CCS(JN = 43 − 32, 45.379GHz)のゼーマン分裂を用
いて検出し、コア進化における磁場の役割に強い制限を与えることを目標に野辺山 45m鏡用の新 45GHz帯受信
機 Z45の開発を進めている (2012年秋季年会中村他 P143a)。CCSは星形成が起こる前段階の高密度領域で豊富
に観測され、大きなゼーマン分裂を示すため、コアの磁場測定に最適である。
我々は開発中の高感度 45GHz帯受信機を 2013年 3月に野辺山 45m鏡に搭載し、2013年 4月～6月に試験観測

を行った（試験観測・測定の結果は、本年会にて岡田他、米倉他、水野他、落合他が報告予定）。本講演では、CCS
ゼーマン観測計画の概要について触れ、CCS(JN = 43 − 32)を用いた試験観測の結果について紹介する。Z45の
Tsysは同日観測した既存受信機 S40に比べ２倍ほど低かった。また Z45受信機は両偏波の分子輝線を受信するこ
とができるため、片偏波受信機 S40に比べて 8倍程度観測効率が良い。そのため、従来では困難であったマッピ
ング観測が Z45を用いると比較的短時間で実現できた (今回の観測では、∆T

∗

A ∼ 0.25 K@0.05 km s−1、総観測時
間約 15時間)。講演では、Serpens South領域のCCS観測 (5′ × 20′程度)の結果を用いて Z45の性能を紹介する。


